
別記参考様式第１号 

農山漁村地域整備計画 

計画の名称 
山形県漁港漁村整備計画 

計画策定主体 
山形県 

対象市町村 
酒田市、鶴岡市、遊佐町 

計画の期間 
平成２２年度～平成２６年度（５ヶ年） 

計画の目標 
安心な暮らしと漁業活動ができる海岸整備、安全に水産物を供給できる漁港整備、安定した生産量の

確保が期待できる漁場整備による水産振興の推進 

評価指標 
・吹浦漁港において、サンドポケット整備により漁船６５隻分の安全に航行・係留のできる泊地の確保 
・由良地区において、魚礁整備によりイワガキの漁獲量６０ｔの増加 
・飛島漁港海岸において、高潮対策により被害想定区域面積４．６ｈａの解消 

対象事業 
＜継続地区＞ 

事 業 名 地区名 
事業実 
施主体 

工 期 
総事業費 
（千円） 

主な事業内容等 

吹浦漁港 H22～H23 73,000 
サンドポケット浚渫 
（15,000ｍ3） 

地域水産物供給基
盤整備事業 

由良地区 

山形県 

H22～H23 266,620 
イワガキ増殖礁整備 
（1.8ha） 

海岸保全施設整備
事業（高潮対策） 

飛島漁港海岸 山形県 H22～H26 
(432,840)
432,840 

胸壁・陸閘整備 
（1,116ｍ） 

合計 
(432,840)
772,460 

 

※総事業費の（ ）は離島分（内数） 

 



山形県漁港漁村整備計画　位置図

鶴岡市

酒田市

遊佐町

吹浦漁港
【地域水産物供給基盤整備事業】

由良地区(鶴岡漁場）
【地域水産物供給基盤整備事業】

飛島漁港海岸
【海岸保全施設整備事業】



農山漁村地域整備計画に係る事前評価 

 

１ 計画の名称    山形県漁港漁村整備計画 

 

２ 計画策定主体   山形県 

 

３ 評価事項及び内容 

（１）目標の妥当性 

○ 山形県水産振興実践計画及び山形沿岸海岸保全基本計画に即した計画目標で

ある。 

○ 関係市町策定の水産振興計画及び地域防災計画との整合性がとれている。 

 

（２）整備計画の効果・効率性 

○ 整備計画の目標と整合性がとれる定量的指標となっている。 

○ 定量的指標と事業内容の整合性がとれている。 

○ 事後評価が可能な適切な指標となっている。 

○ 地区毎の個別事業の費用対効果分析結果が、1.0 以上であり、事業による効率

性が十分見込まれる。 

 

（３）整備計画の実現可能性 

○ 地形、地質、地理状況から見て、個別の事業実施が技術的に可能である。 

○ 事業を実施するにあたり、地域関係者等から同意又は理解を得られている。 

 

４ 評価結果   

以上により、山形県漁港漁村整備計画は、目標の妥当性、整備計画の効果・効

率性、整備計画の実現可能性について問題はなく、妥当である。 
 


